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指標 単位 

基準値 目標値 

2018年度 

(平成30年度) 

2025年度 

(令和7年度) 

2030年度 

(令和12年度) 

消防訓練、防火・防災講習会参加人員 ★ 人 2,297 2,700 3,000 

活動救急救命士数  ★ 人 36 39 42 

応急手当等講習会開催数  ★ 回 120 125 130 

消防団詰所建て替え数  ★ 棟 3 5 7 

消防団員数  ★ 人 587 620 620 

 
 

 

 

赤穂市消防計画 

 

 

 

  

項目 主要な取組 

１ 効果的な消防・救急体制の推進 

◇女性の消防職・団員の活動体制づくりの推進 

◇消防の広域化または消防指令業務の共同運用の検討 

◇消防団詰所の整備 

◇救急業務高度化の推進 

◇救急救命士の養成 

◇ドローン操縦士資格取得者の養成 

２ 消防団員確保の推進 

◇消防団員の入団促進 

◇団員の福利厚生の充実 

◇団員安全装備品の整備 

３ 
事業所や危険物施設における防火対策

の推進 

◇立入検査の実施 

◇違反事業所への違反是正指導 

◇専門的知識を有する職員の育成 

４ 消防車両・資機材、通信指令設備の充実 

◇消防車両の計画的整備 

◇消防救急装備品の充実 

◇通信指令設備の維持管理 

５ 
市民の災害対応能力と防災意識の向上

および応急手当の普及推進 

◇防火防災訓練の実施 

◇自主防災組織と消防団との連携強化 

◇応急手当の普及を推進し、市民による病院到着前救護体制の構築 

施策の展開 

目標指標 

関連個別計画 

２０３０赤穂市総合計画 
基本計画  

 

 

54 

第
１
章 

安
心 

序 

論 

資
料
編 

基
本
構
想 

基
本
計
画 

救急教室 救助訓練（車両） 

安心  誰もが健やかに暮らせる安心と安全のまちづくり 

（3）安全な暮らしを実現する強靭
きょうじん

な都市基盤の整備 

⑨安心な暮らしを支える消防・救急体制をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口減少や災害の多様化など社会環境の変化を踏まえて、消防車両・資機材等の計画的な更

新整備を図るとともに、ドローン操縦士資格取得者を養成するなど、迅速・的確・確実な災害対応

ができる消防・救急体制づくりに努めます。 

また、自治会や事業所、大学などに働きかけ消防団員の確保を図るとともに、消防団ＯＢが消

防団活動を支援できる体制を整備し、さらには、消防団詰所を計画的に順次建て替え、団員の活

動体制の充実に努めます。 

市民の防火意識の高揚を図るとともに、物品販売店舗や宿泊施設、飲食店など多数の人が出

入りする建物および危険物施設等において、効果的な火災予防の推進を図ります。 

自主防災組織の育成強化に取り組み、災害時に地域で助け合えるシステムの構築を推進します。 

 

 

  

施策の方針 

◆人口減少社会に対応した効果的な消防・救急体制づくりが求められています。 

◆女性の消防職・団員の活動体制の充実によるきめ細やかなサービスの向上が必要です。 

◆人口減少や団員の高年齢化などにより消防団員数が減少しているため、団員の確保に向け

た取組が必要です。 

◆小規模社会福祉施設など新しい形態の施設に対する適切な防火指導が必要です。 

◆危険物施設の老朽化による事故防止対策等の取組が求められています。 

◆大規模な火災や事故等に対する備えのさらなる強化が必要です。 

 

現状と課題 




